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始業式・入学式・離任式。授業参観

と4月は、たくさんの行事がありまし

た。どの行事にも、全力で取り組んで

いるみなさんの姿を見ることができま

した。 

また、四月は、どの学年でも学級目

標や自分の目標を考えていました。 

今日のお話は、「目標を立てるこ

との大切さ」についてです。 

右は、ある高校生が書いた「目

標シート」です。 

1年ごとに、その歳で達成したい目標が書いてあります。 

27歳で「WBC日本代表MVP」と目標を立てたこの人物は、誰でし

ょうか？ 

正解は、先日のWBCで投打の二刀流で大活躍し、日本の14年ぶり

の優勝に貢献した 

大谷翔平選手でした。WBCの開催が1年ずれたため28歳でのMVP

の受賞でしたが、見事目標を達成することができました。 

下図は、大谷選手が高校1年生の時に書いた目標シートです。 

大谷選手はシートの中心のマスに「大きな目標（夢）」として、甲子園

で活躍をして 

プロ野球8球団からドラフト1位指名される選手になるという目標を

たてました。 

そして、その周りに、目標を実現させるために必要な事柄を書いていま

す。 

例えば、スピード１６０ｋｍ／ｈでは、「体幹強化」「体重増加」。 

体づくりでは、「食事夜7杯朝3杯」「体のケア」など目標を実現す

るための自分が行うことを書き加えています。 

さらに、目標を達成するために必要な要素として、「運」や「人間性」

についても、どのように行動するか目標を立てています。 

「運」では、「あいさつ」「ごみ拾い」などみなさんが学校で当たり前

に行っているようなことも書かれています。 

メジャーの試合で活躍する中でも、大谷選手があいさつやゴミ拾い、

審判への態度を心掛けていることがよくわかります。 

大谷選手がこのような行いを

大切にしているのは、高校時代

の恩師の教えが影響していると

言われています。 

大谷選手の母校花巻東高校。

その野球部佐々木監督は、次の

ように話しています。 

『人生は実力だけで切り開け

るものではなく、運に左右され

ることが多い。だが、不運を嘆くのではなく、運をつかむ努力をしろ』 

さらに、『運と言うのは、運をつかむために自らをコントロールして

いる人のもとにしか来ない』 

この教えを守って、大谷選手は運をつかむためにあいさつやゴミ拾い

などの努力をしているそうです。 

川本南小のみなさんも大谷選手と同じように「立ち止まり挨拶」「ひ

ざつき清掃」など日常の生活の中で運をつかむために自分をコントロー

ルする努力を行っています。 

目標は一気に達成するものではなく、ひとつひとつ積み上げていくこ

とで最終的に達成できるものです。 自分の積み重ねが見えるようにな

るので、自信がつき、「次もできる」と物事に対して前向きに考えられ

ます。 目標を立てることで、自分の努力や成果が見えやすくなるの

で、自信につながるのです。 

みなさんも、夢を実現するために、小さな目標を立て、それらを少し

ずつ達成するために一日一日を大切に過ごしてほしいと思います。 

それらのがんばりは、みなさんの素晴らし未来につながるはずです。 

5月も、自分の明日を信じて、今日を全力でがんばってください。 
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◇学 校 ：染谷明信（顧問） 野中拓二（副会長）  

      大澤正寿（監事）  鈴木 賢（監事） 

令和５年度 川本南小学校ＰＴＡ新役員の紹介（敬省略） 


